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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成形基材の表面に、（ポリ）アルキレングリコールとアジピン酸とを反応させて得られ
るポリエステルジオールに、ジイソシアネート化合物とヒドロキシル基含有（メタ）アク
リル酸エステルとを反応させて得られるウレタン（メタ）アクリレート４５～９５質量％
と、分子内に１個以上のラジカル重合性２重結合を有する前記ウレタン（メタ）アクリレ
ート以外の化合物１～５０質量％と、光重合開始剤０．１～１５質量％を含む被覆材組成
物を吹き付け塗装又はデッピング塗装又はスピンコート又はインモールド転写で塗布する
工程と、
　該塗布した被覆材組成物に活性エネルギー線を照射して硬化させアンダーコート層を形
成する工程と、
　該アンダーコート層の上面に５０～１００オングストロームでインジウム（Ｉｎ）又は
スズ（Ｓｎ）を結晶構造が繋がらないように真空蒸着して無通電薄膜層を形成する工程と
、
　該無通電薄膜層の上面にＵＶ硬化性樹脂又は１液アクリルウレタン系樹脂又は２液アク
リルウレタン系樹脂又は２液アクリルシリコン系樹脂を吹き付け塗装又はデッピング塗装
又はスピンコート又はインモールド転写で塗布する工程と、
　該塗布したＵＶ硬化性樹脂又は１液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルウレタン
系樹脂又は２液アクリルシリコン系樹脂に活性エネルギー線を照射して硬化させハードコ
ート層を形成する工程と、を含み、
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　レインボーカラーの加飾をすることを特徴とする加飾方法。
【請求項２】
　成形基材の表面に、（ポリ）アルキレングリコールとアジピン酸とを反応させて得られ
るポリエステルジオールに、ジイソシアネート化合物とヒドロキシル基含有（メタ）アク
リル酸エステルとを反応させて得られるウレタン（メタ）アクリレート４５～９５質量％
と、分子内に１個以上のラジカル重合性２重結合を有する前記ウレタン（メタ）アクリレ
ート以外の化合物１～５０質量％と、光重合開始剤０．１～１５質量％を含む被覆材組成
物を吹き付け塗装又はデッピング塗装又はスピンコート又はインモールド転写で塗布する
工程と、
　該塗布した被覆材組成物に活性エネルギー線を照射して硬化させアンダーコート層を形
成する工程と、
　該アンダーコート層の上面に５０～１００オングストロームでインジウム（Ｉｎ）とス
ズ（Ｓｎ）とを単独でも互いにも結晶構造が繋がらないように真空蒸着して無通電薄膜層
を形成する工程と、
　該無通電薄膜層の上面にＵＶ硬化性樹脂又は１液アクリルウレタン系樹脂又は２液アク
リルウレタン系樹脂又は２液アクリルシリコン系樹脂を吹き付け塗装又はデッピング塗装
又はスピンコート又はインモールド転写で塗布する工程と、
　該塗布したＵＶ硬化性樹脂又は１液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルウレタン
系樹脂又は２液アクリルシリコン系樹脂に活性エネルギー線を照射して硬化させハードコ
ート層を形成する工程と、を含み、
　レインボーカラーの加飾をすることを特徴とする加飾方法。
【請求項３】
　成形基材の表面に、（ポリ）アルキレングリコールとアジピン酸とを反応させて得られ
るポリエステルジオールに、ジイソシアネート化合物とヒドロキシル基含有（メタ）アク
リル酸エステルとを反応させて得られるウレタン（メタ）アクリレート４５～９５質量％
と、分子内に１個以上のラジカル重合性２重結合を有する前記ウレタン（メタ）アクリレ
ート以外の化合物１～５０質量％と、光重合開始剤０．１～１５質量％を含む被覆材組成
物を吹き付け塗装又はデッピング塗装又はスピンコート又はインモールド転写で塗布する
工程と、
　該塗布した被覆材組成物に活性エネルギー線を照射して硬化させアンダーコート層を形
成する工程と、
　該アンダーコート層の上面に二酸化ジルコニウム（ＺｒＯ２ ）及び二酸化セリウム（
ＣｅＯ２）の少なくとも一種を真空蒸着して無通電薄膜層を形成する工程と、
　該無通電薄膜層の上面にＵＶ硬化性樹脂又は１液アクリルウレタン系樹脂又は２液アク
リルウレタン系樹脂又は２液アクリルシリコン系樹脂を吹き付け塗装又はデッピング塗装
又はスピンコート又はインモールド転写で塗布する工程と、
　該塗布したＵＶ硬化性樹脂又は１液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルウレタン
系樹脂又は２液アクリルシリコン系樹脂に活性エネルギー線を照射して硬化させハードコ
ート層を形成する工程と、を含み、
　レインボーカラーの加飾をすることを特徴とする加飾方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は樹脂で形成した成形基材の加飾方法に関するものであり、更に詳細には、無通
電薄膜層を形成すると共にレインボーカラーの加飾をするもので、通信機能を備えた携帯
電話、モバイル機器等の電波に悪影響を与えること無く、且つ、耐摩耗性に劣っているイ
ンジウム、スズの薄膜、又は、酸化化合物層を耐摩耗性が求められるの操作ボタン等に実
施する加飾方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　一般的に金属を蒸着技術等で積層した多色多層膜はレインボーカラーに加飾でき美しい
ものであるが、携帯電話やモバイル機器等の通信機能を有する機器に用いると電波障害を
起こすことと、非常に薄く耐摩耗性に劣っているため用途が限定され、加飾性、デザイン
性の要求される携帯電話のケースやデジタル家電等の電波障害を起こさない部分や耐摩耗
性を要求されない部分にのみに用いられていた。
【０００３】
　また、従来のレインボーカラーの加飾法としては、塗料に硝子や金属の微粒子を混ぜ込
んで乱反射を利しているものであるが、塗料と微粒子の比重の違いから塗装中に沈降して
作業性が悪いものであった。
【０００４】
　その為に、例えば、レインボーカラーの加飾方法で実質的に微粒子を含まないものとし
て先に開示されたものとして、虹彩色を発現する微粒子を実質的に含まないアンダーコー
ト層形成用被覆材組成物を基材に塗布、硬化し、その硬化層上にさらに薄膜金属層を形成
することによって表面凹凸金属層を設ける虹彩色を発現する積層物の製造方法；被覆用組
成物は、ウレタン（メタ）アクリレート、分子内に１個以上のラジカル重合性２重結合を
有する化合物、光重合開始剤を含むもの（特許文献１参照）や、プラスチックフイルムの
片面に、離型層、保護層、低屈折率薄膜層の両面側に高屈折率薄膜層が形成されている虹
彩層、接着層が順次形成されている虹彩色転写フイルムにおいて、少なくとも片面側の高
屈折率薄膜層は金属薄膜層を介して低屈折率薄膜層上に形成されているもの（特許文献２
参照）や、加飾成形体１０は、樹脂成形体１１の表面に多層積層フィルム１２が設けられ
、可視光領域における特定波長の光を選択的に反射することにより、虹彩色を呈する。多
層積層フィルム１２は、第１の樹脂フィルムからなる第１の層１２ａと、前記第１の樹脂
フィルムとは異なる屈折率を有する第２の樹脂フィルムからなる第２の層１２ｂとを合計
１１層以上交互に積層してなる（特許文献３参照）が開示されている。
【特許文献１】特開２００７－５４８２７号公報
【特許文献２】特開２００３－３２６８９５号公報
【特許文献３】特開２００６－２１６４９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　然し乍ら、特許文献１～２では、金属薄膜層を積層しているため携帯電話のような電波
を送受信するアンテナを装備する機器では電波に悪影響を及ぼすもので、また、特許文献
３では、異なる屈折率を有する樹脂フィルムを１１層以上交互に積層するもので製作が複
雑で手間暇係るものであった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の加飾方法は、前述の課題に鑑み、鋭意研鑽の結果、成形基材の表面に、（ポリ
）アルキレングリコールとアジピン酸とを反応させて得られるポリエステルジオールに、
ジイソシアネート化合物とヒドロキシル基含有（メタ）アクリル酸エステルとを反応させ
て得られるウレタン（メタ）アクリレート４５～９５質量％と、分子内に１個以上のラジ
カル重合性２重結合を有する前記ウレタン（メタ）アクリレート以外の化合物１～５０質
量％と、光重合開始剤０．１～１５質量％を含む被覆材組成物を吹き付け塗装又はデッピ
ング塗装又はスピンコート又はインモールド転写で塗布する工程と、塗布した被覆材組成
物に活性エネルギー線を照射して硬化させアンダーコート層を形成する工程と、アンダー
コート層の上面に５０～１００オングストロームでインジウム（Ｉｎ）又はスズ（Ｓｎ）
を結晶構造が繋がらないように真空蒸着して無通電薄膜層を形成する、もしくは、アンダ
ーコート層の上面に５０～１００オングストロームでインジウム（Ｉｎ）とスズ（Ｓｎ）
とを単独でも互いにも結晶構造が繋がらないように真空蒸着して無通電薄膜層を形成する
、または、アンダーコート層の上面に二酸化ジルコニウム（ＺｒＯ２）及び二酸化セリウ
ム（ＣｅＯ２）の少なくとも一種を真空蒸着して無通電薄膜層を形成する工程と、無通電
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薄膜層の上面にＵＶ硬化性樹脂又は１液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルウレタ
ン系樹脂又は２液アクリルシリコン系樹脂を吹き付け塗装又はデッピング塗装又はスピン
コート又はインモールド転写で塗布する工程と、塗布したＵＶ硬化性樹脂又は１液アクリ
ルウレタン系樹脂又は２液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルシリコン系樹脂に活
性エネルギー線を照射して硬化させハードコート層を形成する工程と、を含み、レインボ
ーカラーの加飾をするものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の加飾方法は、アンダーコート層の上面に真空蒸着して無通電薄膜層を形成して
いるため、通信機能を備えた携帯電話、モバイル機器等の電波特性を良好に保つため、電
波の送受信を行う部位の表面にもレインボーカラーの加飾を実施でき、更に、アンダーコ
ート層と無通電薄膜層とハードコート層とを形成するのみの簡単な工程で、鮮やかなレイ
ンボーカラーを呈するもので、光沢感や高級感等を醸し出すことを可能とするものであり
、画期的で実用性の高い発明である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明は樹脂で形成した成形基材の加飾方法に関するものであり、更に詳細には、無通
電薄膜層を形成すると共にレインボーカラーの加飾をするもので、通信機能を備えた携帯
電話、モバイル機器等の電波に悪影響を与えること無く、且つ、耐摩耗性に劣っているイ
ンジウム、スズの薄膜、又は、酸化化合物層を耐摩耗性が求められる操作ボタン等に実施
する加飾方法に関するものであり、請求項１に記載の加飾方法は、成形基材の表面に、（
ポリ）アルキレングリコールとアジピン酸とを反応させて得られるポリエステルジオール
に、ジイソシアネート化合物とヒドロキシル基含有（メタ）アクリル酸エステルとを反応
させて得られるウレタン（メタ）アクリレート４５～９５質量％と、分子内に１個以上の
ラジカル重合性２重結合を有する前記ウレタン（メタ）アクリレート以外の化合物１～５
０質量％と、光重合開始剤０．１～１５質量％を含む被覆材組成物を吹き付け塗装又はデ
ッピング塗装又はスピンコート又はインモールド転写で塗布する工程と、該塗布した被覆
材組成物に活性エネルギー線を照射して硬化させアンダーコート層を形成する工程と、該
アンダーコート層の上面に５０～１００オングストロームでインジウム（Ｉｎ）又はスズ
（Ｓｎ）を結晶構造が繋がらないように真空蒸着して無通電薄膜層を形成する工程と、該
無通電薄膜層の上面にＵＶ硬化性樹脂又は１液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリル
ウレタン系樹脂又は２液アクリルシリコン系樹脂を吹き付け塗装又はデッピング塗装又は
スピンコート又はインモールド転写で塗布する工程と、該塗布したＵＶ硬化性樹脂又は１
液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルシリコン系
樹脂に活性エネルギー線を照射して硬化させハードコート層を形成する工程と、を含み、
レインボーカラーの加飾をすることを特徴とするものである。
【０００９】
　更に、請求項２に記載の加飾方法は、成形基材の表面に、（ポリ）アルキレングリコー
ルとアジピン酸とを反応させて得られるポリエステルジオールに、ジイソシアネート化合
物とヒドロキシル基含有（メタ）アクリル酸エステルとを反応させて得られるウレタン（
メタ）アクリレート４５～９５質量％と、分子内に１個以上のラジカル重合性２重結合を
有する前記ウレタン（メタ）アクリレート以外の化合物１～５０質量％と、光重合開始剤
０．１～１５質量％を含む被覆材組成物を吹き付け塗装又はデッピング塗装又はスピンコ
ート又はインモールド転写で塗布する工程と、該塗布した被覆材組成物に活性エネルギー
線を照射して硬化させアンダーコート層を形成する工程と、該アンダーコート層の上面に
５０～１００オングストロームでインジウム（Ｉｎ）とスズ（Ｓｎ）とを単独でも互いに
も結晶構造が繋がらないように真空蒸着して無通電薄膜層を形成する工程と、該無通電薄
膜層の上面にＵＶ硬化性樹脂又は１液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルウレタン
系樹脂又は２液アクリルシリコン系樹脂を吹き付け塗装又はデッピング塗装又はスピンコ
ート又はインモールド転写で塗布する工程と、該塗布したＵＶ硬化性樹脂又は１液アクリ
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ルウレタン系樹脂又は２液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルシリコン系樹脂に活
性エネルギー線を照射して硬化させハードコート層を形成する工程と、を含み、レインボ
ーカラーの加飾をすることを特徴とするものである。
【００１０】
　更には、請求項３に記載の加飾方法は、成形基材の表面に、（ポリ）アルキレングリコ
ールとアジピン酸とを反応させて得られるポリエステルジオールに、ジイソシアネート化
合物とヒドロキシル基含有（メタ）アクリル酸エステルとを反応させて得られるウレタン
（メタ）アクリレート４５～９５質量％と、分子内に１個以上のラジカル重合性２重結合
を有する前記ウレタン（メタ）アクリレート以外の化合物１～５０質量％と、光重合開始
剤０．１～１５質量％を含む被覆材組成物を吹き付け塗装又はデッピング塗装又はスピン
コート又はインモールド転写で塗布する工程と、該塗布した被覆材組成物に活性エネルギ
ー線を照射して硬化させアンダーコート層を形成する工程と、該アンダーコート層の上面
に二酸化ジルコニウム（ＺｒＯ２）及び二酸化セリウム（ＣｅＯ２）の少なくとも一種を
真空蒸着して無通電薄膜層を形成する工程と、該無通電薄膜層の上面にＵＶ硬化性樹脂又
は１液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルシリコ
ン系樹脂を吹き付け塗装又はデッピング塗装又はスピンコート又はインモールド転写で塗
布する工程と、該塗布したＵＶ硬化性樹脂又は１液アクリルウレタン系樹脂又は２液アク
リルウレタン系樹脂又は２液アクリルシリコン系樹脂に活性エネルギー線を照射して硬化
させハードコート層を形成する工程と、を含み、レインボーカラーの加飾をすることを特
徴とするものである。
【実施例】
【００１１】
　即ち、本発明の加飾方法の実施例の成形基材とは、主として電波の送受信を行うモバイ
ル機器や携帯電話の外装のケースや各種操作ボタンである合成樹脂の形成基材に好適に実
施できるものである。
【００１２】
　そして、アンダーコート層を形成する工程で形成するアンダーコート層は、被覆材組成
物を吹き付け塗装又はデッピング塗装又はスピンコート又はインモールド転写で塗布させ
て、塗布させた被覆材組成物に活性エネルギー線を照射することにより硬化させるもので
ある。
【００１３】
　次に、アンダーコート層形成用被覆材組成物は、（ポリ）アルキレングリコールとアジ
ピン酸とを反応させて得られるポリエステルジオールと、ジイソシアネート化合物とヒド
ロキシル基含有（メタ）アクリル酸エステルとを反応させて得られるウレタン（メタ）ア
クリレート４５～９５質量％と、分子内に１個以上のラジカル重合性２重結合を有する前
記ウレタン（メタ）アクリレート以外の化合物１～５０質量％と、光重合開始剤０．１～
１５質量％を含むものである。
【００１４】
　つまり、（ポリ）アルキレングリコールは、ポリアルキレングリコールとアルキレング
リコール」との総称であり、エチレングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレン
グリコール、ポリプロピレングリコール、テトラメチレングリコール、ポリテトラメチレ
ングリコールなどが挙げられ、これらは、一種単独で、又は二種以上を併用して用いるこ
とができ、それらの中でも、得られる組成物の低粘度化の観点から、エチレングリコール
、プロピレングリコール、テトラメチレングリコールが好ましいものである。
【００１５】
　更に、前記（ポリ）アルキレングリコールとアジピン酸とを反応させてポリエステルジ
オールを得るものである。
【００１６】
　そして、ジイソシアネート化合物は、分子内に２個のイソシアネート基を有する化合物
であり、例えば、トリレンジイソシアネート、キシレンジイソシアネート、イソホロンジ
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イソシアネート、テトラメチルキシリレンジイソシアネート等が挙げられ、これらの中で
、合成時の反応性が高いことや、工業的に安価であり、入手が容易なことからトリレンジ
イソシアネートが好ましいものである。
【００１７】
　次いで、ヒドロキシル基含有（メタ）アクリル酸エステルは、分子内に、少なくとも１
個の（メタ）アクリロイルオキシ基と少なくとも１個のヒドロキシル基を有するヒドロキ
シル基含有（メタ）アクリル酸エステルであり、例えば、２－ヒドロキシエチル（メタ）
アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシプロピル
（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブ
チル（メタ）アクリレート、５－ヒドロキシペンチル（メタ）アクリレート、６－ヒドロ
キシヘキシル（メタ）アクリレート、シクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリレ
ート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレートとカプロラクトンの付加物、４－ヒド
ロキシブチル（メタ）アクリレートとカプロラクトンの付加物、トリメチロールプロパン
ジアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ジペンタエリスリトールペン
タアクリレート等が挙げ、これらは、一種単独で、又は二種以上を併用して用いるもので
ある。
【００１８】
　更に、ウレタン（メタ）アクリレートは、ポリエステルジオールにジイソシアネート化
合物とヒドロキシル基含有（メタ）アクリル酸エステルとを反応させて得られたもので、
４５～９５質量％を含むものである。
【００１９】
　更には、分子内に１個以上のラジカル重合性２重結合を有する化合物は、前記ウレタン
（メタ）アクリレート以外の化合物であり、１～５０質量％を含むものである。
【００２０】
　そして、分子内に１個以上のラジカル重合性２重結合を有する化合物としては、例えば
、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリル酸エステル、カプロラクトン変性ジペ
ンタエリスリトールヘキサ(メタ)アクリル酸エステル等の６官能（メタ）アクリル酸エス
テル類；ジペンタエリスリトールヒドロキシペンタ（メタ）アクリル酸エステル、カプロ
ラクトン変性ジペンタエリスリトールヒドロキシペンタ(メタ)アクリル酸エステル等の５
官能（メタ）アクリル酸エステル類；ジトリメチロールプロパンテトラ(メタ)アクリル酸
エステル、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリル酸エステル、ペンタエリスリト
ールエトキシ変性テトラ(メタ)アクリル酸エステル等の４官能（メタ）アクリル酸エステ
ル類；トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリル酸エステル、トリスエトキシレーテ
ッドトリメチロールプロパントリ（メタ）アクリル酸エステル、ペンタエリスリトールト
リ（メタ）アクリル酸エステル、エトキシレーテッドペンタエリスリトールトリ（メタ）
アクリル酸エステル、トリス（２－アクリロイルオキシエチル）イソシアヌレート、炭素
数２～５の脂肪族炭化水素変性トリメチロールプロパントリアクリレート等の３官能（メ
タ）アクリル酸エステル類；ジ（メタ）アクリル酸エチレングリコール、ジ（メタ）アク
リル酸１，３－ブチレングリコール、ジ（メタ）アクリル酸１，４－ブタンジオール、ジ
（メタ）アクリル酸１，６－ヘキサンジオール、ジ（メタ）アクリル酸ノナンジオール、
ジ（メタ）アクリル酸ネオペンチルグリコール、ジ（メタ）アクリル酸メチルペンタンジ
オール、ジ（メタ）アクリル酸ジエチルペンタンジオール、ヒドロキシピバリン酸ネオペ
ンチルグリコールジ（メタ）アクリル酸エステル、ジ（メタ）アクリル酸テトラエチレン
グリコール、ジ（メタ）アクリル酸トリプロピレングリコール、ジ（メタ）アクリル酸ポ
リブチレングリコール、ジ（メタ）アクリル酸トリシクロデカンジメタノール、ビス（２
－アクリロイルオキシエチル）－２－ヒドロキシエチルイソシアヌレート、ジ（メタ）ア
クリル酸シクロヘキサンジメタノール、ジ（メタ）アクリル酸ポリエトキシレーテッドシ
クロヘキサンジメタノール、ジ（メタ）アクリル酸ポリプロポキシレーテッドシクロヘキ
サンジメタノール、ジ（メタ）アクリル酸ポリエトキシレーテッドビスフェノールＡ、ジ
（メタ）アクリル酸ポリプロポキシレーテッドビスフェノールＡ、ジ（メタ）アクリル酸
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水添ビスフェノールＡ、ジ（メタ）アクリル酸ポリエトキシレーテッド水添ビスフェノー
ルＡ、ジ（メタ）アクリル酸ポリプロポキシレーテッド水添ビスフェノールＡ、ビスフェ
ノキシフルオレンエタノールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコール変性トリ
メチロールプロパンジ（メタ）アクリレート、ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコ
ールのε－カプロラクトン付加物（付加モル数をｎ、ｍとした場合、ｎ＋ｍ＝２～５）の
ジ（メタ）アクリル酸エステル、ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールのγ－ブ
チロラクトン付加物（ｎ＋ｍ＝２～５）のジ（メタ）アクリル酸エステル、ネオペンチル
グリコールのカプロラクトン付加物（ｎ＋ｍ＝２～５）のジ（メタ）アクリル酸エステル
、ブチレングリコールのカプロラクトン付加物（ｎ＋ｍ＝２～５）のジ（メタ）アクリル
酸エステル、シクロヘキサンジメタノールのカプロラクトン付加物（ｎ＋ｍ＝２～５）の
ジ（メタ）アクリル酸エステル、ジシクロペンタンジオールのカプロラクトン付加物（ｎ
＋ｍ＝２～５）のジ（メタ）アクリル酸エステル、ビスフェノールＡのカプロラクトン付
加物（ｎ＋ｍ＝２～５）のジ（メタ）アクリル酸エステル、水添ビスフェノールＡのカプ
ロラクトン付加物（ｎ＋ｍ＝２～５）のジ（メタ）アクリル酸エステル、ビスフェノール
Ｆのカプロラクトン付加物（ｎ＋ｍ＝２～５）のジ（メタ）アクリル酸エステル等のジ（
メタ）アクリル酸エステル類；（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（メタ）アク
リル酸２－ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸４－ヒドロキシブチル、（メタ）ア
クリル酸テトラヒドロフルフリル、（メタ）アクリル酸フェノキシエチル、（メタ）アク
リル酸シクロヘキシル、（メタ）アクリル酸イソボルニル、（メタ）アクリル酸ノルボル
ニル、２－（メタ）アクリロイルオキシメチル－２－メチルビシクロヘプタン、（メタ）
アクリル酸アダマンチル、（メタ）アクリル酸ベンジル、（メタ）アクリル酸フェニル、
（メタ）アクリル酸ジシクロペンテニル、（メタ）アクリル酸ジシクロペンタニル、（メ
タ）アクリル酸テトラシクロドデカニル、シクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アク
リレート、２－メトキシエチル（メタ）アクリレート、３－メトキシブチル（メタ）アク
リレート、メトキシトリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ブトキシエチル（メ
タ）アクリレート、メトキシジプロピレングリコール（メタ）アクリレート、４－アクリ
ロイルオキシメチル－２－メチル－２－エチル－１，３－ジオキソラン、４－アクリロイ
ルオキシメチル－２－メチル－２－イソブチル－１，３－ジオキソラン、トリメチロール
プロパンホルマール（メタ）アクリレート、エチレンオキサイド変性リン酸（メタ）アク
リレート、カプロラクトン変性リン酸（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリル酸エス
テル類；アクリルアミド、 Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、 Ｎ，Ｎ－ジメチルメタク
リルアミド、Ｎ－メチロールアクリルアミド、Ｎ－メトキシメチルアクリルアミド、Ｎ－
ブトキシメチルアクリルアミド、Ｎ－ｔ－ブチルアクリルアミド、アクリロイルモルホリ
ン、ヒドロキシエチルアクリルアミド、メチレンビスアクリルアミド等のアクリルアミド
類；フタル酸、コハク酸、ヘキサヒドロフタル酸、テトラヒドロフタル酸、テレフタル酸
、アゼライン酸、アジピン酸等の多塩基酸と、エチレングリコール、ヘキサンジオール、
ポリエチレングリコール、ポリテトラメチレングリコール等の多価アルコール及び（メタ
）アクリル酸又はその誘導体との反応で得られるポリエステルジ（メタ）アクリレート類
；ビスフェノールＡ、ビスフェノールＦ、ビスフェノールＳ、テトラブロモビスフェノー
ルＡ等のビスフェノール類とエピクロルヒドリンの縮合反応で得られるビスフェノール型
エポキシ樹脂に、（メタ）アクリル酸又はその誘導体を反応させたエポキシ（メタ）アク
リレート類、トリレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート、キシレンジイソ
シアネート、ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート等の有機ジイソシアネート化合物
と、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシプロ
ピル、（メタ）アクリル酸４－ヒドロキシブチル等のヒドロキシル基を有する(メタ)アク
リル酸エステルとを反応させたウレタンジ（メタ）アクリレート類；アルカンジオール、
ポリエーテルジオール、ポリエステルジオール、スピログリコール化合物等の１種又は２
種以上の混合物からなるアルコール類の水酸基に有機ジイソシアネート化合物を付加し、
残ったイソシアネート基に、分子中に１個以上の（メタ）アクリロイルオキシ基、及び１
個のヒドロキシル基を有するヒドロキシル基含有（メタ）アクリル酸エステルを反応させ
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た前記（Ａ）成分以外のウレタンジ（メタ）アクリレート類、スチレン、α－メチルスチ
レン、２－ヒドロキシエチルビニルエーテル、ジエチレングリコールジビニルエーテル、
トリエチレングリコールジビニルエーテル等のビニル化合物類；ジアリルフタレート、ジ
アリルテレフタレート、ジアリルイソフタレート、ジエチレングリコールジアリルカーボ
ネート等のアリル類等が挙げられるもので、これらを、１種又は２種以上を併用して用い
るものである。
【００２１】
　次に、光重合開始剤を０．１～１５質量％を含むものであり、光重合開始剤としては、
ベンゾイン、ベンゾインモノメチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾ
インイソブチルエーテル、アセトイン、ベンジル、ベンゾフェノン、ｐ－メトキシベンゾ
フェノン、ジエトキシアセトフェノン、ベンジルジメチルケタール、２，２－ジエトキシ
アセトフェノン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、メチルフェニルグリオ
キシレート、エチルフェニルグリオキシレート、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェ
ニルプロパン－１－オン、２－エチルアントラキノン等のカルボニル化合物；テトラメチ
ルチウラムモノスルフィド、テトラメチルチウラムジスルフィド等の硫黄化合物；２，４
，６－トリメチルベンゾイルジフェニルフォスフィンオキサイド等のアシルフォスフィン
オキサイド等を挙げることができるもので、これらは、１種又は２種以上の混合系で使用
されるものである。
【００２２】
　つまり、ウレタン（メタ）アクリレート４５～９５質量％、分子内に１個以上のラジカ
ル重合性２重結合を有する前記ウレタン（メタ）アクリレート以外の化合物１～５０質量
％、光重合開始剤を０．１～１５質量％を含む被覆材組成物を得るものである。
【００２３】
　更に、被覆材組成物を塗布する工程では、前記被覆材組成物を吹き付け塗装又はデッピ
ング塗装又はスピンコート又はインモールド転写で成形基板の表面に塗布するものである
。
【００２４】
　更には、アンダーコート層を形成する工程では、前記塗布した被覆材組成物に紫外線等
の活性エネルギー線を照射して硬化させアンダーコート層を形成するものである。
【００２５】
　次に、無通電薄膜層を形成する工程では、アンダーコート層の上面にインジウム（Ｉｎ
）又はスズ（Ｓｎ）を結晶構造が繋がらないように、エレクトリックビーム型又は熱抵抗
動作型等の真空蒸着機により真空蒸着した無通電薄膜層を形成するもので、つまり、５０
～１００オングストロームでインジウム（Ｉｎ）又はスズ（Ｓｎ）を真空蒸着することに
より結晶構造が繋がってない無通電薄膜層を形成するある。
【００２６】
　次いで、ハードコート層を形成する工程では、前記無通電薄膜層の上面にＵＶ硬化性樹
脂又は１液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルシ
リコン系樹脂を吹き付け塗装又はデッピング塗装又はスピンコート又はインモールド転写
で塗布する工程と、前記塗布したＵＶ硬化性樹脂又は１液アクリルウレタン系樹脂又は２
液アクリルウレタン系樹脂又は２液アクリルシリコン系樹脂に紫外線等の活性エネルギー
線を照射して硬化させハードコート層を形成することにより、レインボーカラーの加飾を
するものである。
【００２７】
　更に、本発明の加飾方法の次実施例の無通電薄膜層を形成する工程では、アンダーコー
ト層の上面にインジウム（Ｉｎ）とスズ（Ｓｎ）とを単独でも互いにも結晶構造が繋がら
ないように、エレクトリックビーム型又は熱抵抗動作型等の真空蒸着機により真空蒸着し
た無通電薄膜層を形成するもので、つまり、５０～１００オングストロームでインジウム
（Ｉｎ）とスズ（Ｓｎ）とを真空蒸着することにより結晶構造が繋がってない無通電薄膜
層を形成する。
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【００２８】
　更には、本発明の加飾方法の他実施例の無通電薄膜層を形成する工程では、アンダーコ
ート層の上面に無通電部材である一酸化珪素（ＳｉＯ）、二酸化珪素（ＳｉＯ２ ）、二
酸化ジルコニウム（ＺｒＯ２ ）、二酸化セリウム（ＣｅＯ２ ）、酸化アルミニウム（Ａ
ｌ２ Ｏ３ ）、酸化チタン（Ｔｉ３ Ｏ５ ）、酸化マグネシウム（ＭｇＯ）、クロム（Ｃ
ｒ）の中の少なくとも一種、つまり、一種又は二種、又は二種以上をエレクトリックビー
ム型又は熱抵抗動作型等の真空蒸着機により真空蒸着して無通電薄膜層を形成するもので
ある。
【００２９】
　そして、次実施例、及び、他実施例のアンダーコート層とハードコート層とは前述の実
施例と同様なので省略するものである。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　本発明の加飾方法は、アンダーコート層の上面に真空蒸着して無通電薄膜層を形成して
いるため、通信機能を備えた携帯電話、モバイル機器等の電波特性を良好に保つため、電
波の送受信を行う部位の表面にもレインボーカラーの加飾を実施でき、更に、アンダーコ
ート層と無通電薄膜層とハードコート層とを形成するのみの簡単な工程で、鮮やかなレイ
ンボーカラーを呈するもので、光沢感や高級感等を醸し出すことを可能とする加飾方法を
提供するものである。
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